
















あります机 今回を一つのきっかけとして，順次とり上げ，展開，掘り下げていきたいと  
思います．  
答申と公立図書館の課題  
生涯学習諭の意義と背景   




指摘している．7）   
図書館界を代表する日本国書館協会の場合，この理由  
として，次の2点が考えられる．   
④日本図審舘脇会に加盟する各館種図書館の所管省庁  
が異なること．特に，従来，二大官庁である文部省と国  
立国会図書館の意見・施策の調整が不足していたこと．   
①日本図書館協会に行政から独立した職能団体と行政  




























書館に関係する部分を中心に考察する．1）2）糾）5）   
1．図書館運動と図書館行政   

















7甜 図書館雑誌1988．12．  
した関係があることを理解しておくべきである．   























会（高等教育の改革）の四つの部会が設けられた．   
2．3 答申の内容と主な論争  



























































部会の、「教育の自由化」論者が，自由化を促進する観点   
回 春 館 推結Ⅴ。1．82，Ⅳ。．12 7β7   
れは公的社会教育の限界と今後の方向性を示したもの  
で，公的社会教育不要論ではない．   










している．1引 あくまで推測であるが，文部省は，高梨の  
主張から自らが提起してきた「生涯教育」の重要性を再  
認識し積極姿勢に転じたのではないだろうか．   
⑧初任者研修，民間活力等批判の多い施策を含み，多  
岐にわたる答申の内容を総括するテーマとして適してい  
ること．   
2．5 社会教育への影響   




























臨教審答申全体の基本概念となった．   
2．4 生涯学習体系  
























ており，次の3点において注目される．   
①従来の生涯教育論が主に教育分野からの提言であっ  
たのに対し，職業教育の立場からの主張であるため，こ  


























































ないといえよう．   




































靭されており，多数の検討課題が示きれている．基本的   
図番虎雄経 Ⅴ。1．82，酌，12 7β9  
⑨他の社会教育施設との連携のあり方について，社会   
教育行政ないし公民館サイドからの問題埴起を受け  
とめ，図審館側の見解を明らかにすること．   
⑥インテリジェント化のあるべき姿について図書館側  
の見解を明らかにすること．インテリジェント化と  
関連する管理，運営の委託等については，「施設の   
機能や性格に応じて」という文言を踏まえて積極的  
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15）この点については，『教育改革の推進j（1987．12）では全   
く触れられていないが，生涯学習関連施設のネットワーク形   
成に関する懇談会「生涯学習推進のためのネットワーク形成   
について岬中間まとめ～」（㌻図書館雑誌』82（9），1988．9，   
























課題として次の3点をあげておきたい．   
①図書館を取り巻く状況を冷静に見きわめること．   
⑧図書館界として一致しうる範囲で自らの立場を明ら  
かにすること．（できる限り多くの点について一致  
することを追求すべきである）   
⑨日本図書館協会の性格を十分配慮して，現実的な対  
応を行うこと．   
このためには，次の6点について検討が必要である．   
①生涯学習に対して公立図書館に何ができるか，生涯   
学習における公立図書館の意義と役割を図書館の側   
から解明すること．これは図書館が積極的に関わる   
側面である．社会教育と公立図書館との関係，高梨  
の図書館重視論等を検討すべきである．   
⑧生涯学習政策のうち，図書館にとって不都合な部分   
がないか具体的に検討すること．これは図書館とし   
ては，できる限り関わりを避けるべき側面である．   
⑧公立図書館におけるネットワークのあり方と，これ   
まで未発達であった理由を解明すること．   
④生薩学習における学習相談と図書館のレファレンス   
・サービス，読書案内，情報サービスとの関係，お  
よび，これまで，レファレンス・サービスが発展し  
なかった理由を解明すること．前者については，学   
習情報の概念の分析が必要である．  
